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論文審　査　の　結　果　の　要　旨
開発の統治ｇｏｖｅｒｎａｎｃｅという点で、バングラデシュにおける農村開発の深刻な問題は開発サ
ービスの配分・利用・管理のゆがみである。その要因として未熟な透明性、説明責任、参加が指
摘されてきている。このような開発途上国に共通する問題群の下、国際機関や非政府組織は様々
な取り組みを実施してきたが、開発行政の改善は期待したほどに挙げられていない。最近ではこ
れまでの方向性を変えて、バングラデシュにおける地方分権化の動きの中で、地方行政の向上や
強化等に関係する多様な取り組みが、国際協力の形で行なわれてきている。なかでも末端行政段
階での開発行政の調整というタンガイル県カリハティ郡における国際協力プロジェクトによる1
つの試みは、透明性、説明責任、参加を課題とするバングラデシュ農村開発関係者の強い関心を
引いている。
結論を含めて全7章から構成される本論文は、行政村（び刀元昭）という末端行政の段階での調整
が開発サービスの透明性、現場職員Ｂｅｌｄｗｏｒｋｅｒの説明責任、住民の参加に及ぼす効果を実証・
検討することを目的としている。方法論的特徴は、①透明性、説明責任、参加に関する従来の記
述的かつ抽象的議論の整理を踏まえて、バングラデシュの農村及び行政の特徴を考慮した幾フか
の具体的寧指標を提案し、透明性と説明責任を事例的に計測する、②調整活動の持続性という視
点から参加に接近し、開発サービスの住民満足度を計執する、③開発サービスの調整を実施する
行政村と実施しない行政村からそれぞれ2村落を抽出して聞取り調査を行い、農村住民が評価す
る透明性と軍明責任の実態を比較する、という3点である。
第2章では、これまでの抽象的定義、バングラデシュ農村開発政策七おける透明性、・説明責任、
参加の位置づけを歴史的に検討した上で、方法論の特徴として、開発行政論の柱となる透明性、
説明責任、参加という概念について、計測可能となる具体的な定義づけを行なった。
第3章では、行政村の上位の行政単位である郡（乙卯Ｚぬ）段階に配置される行政組織（省庁）
の開発サービス供給の仕組み、特に現場職員の配直及び管轄範囲の視点から、その多様性を明ら
かにした。あわせて、事例郡内の普通の4村落（ｖｉｌｌａｇｅ）における聞取り調査によって、12種類
の開発サービスに関する農村住民の認知が絶対的に低いことを明らかにした。
第4章では、まず本論文の鍵となる行政村段階の開発サービスの調整システム（行政村段階及
び村落段階という2層構造、村落委員会・行政村調整委員会・行政村開発官という3つの主体、
縦横的連携）とその背景的論理を概説した。さらに、農村経癖の特徴を加味した上で、貧困者層
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及び零細層に比較的かつ緊急的に重要な4種輝の開発サービス（農業普及、畜産普及、健康・家
族計画、小規模金融）に関する農村住民の認知を5つの視点から計測し、農村住民が透明性の改
善に役立つと評価する10種額の調整活動について聞取り調査した。5つの視点を重み付けして計
算される認知度（ＡｗａｒｅｎｅｓｓＩｎｄｅｘ）について、調整システムに参加した村落（実施村落）と調
整システムに参加しなかった村落（未実施村落）の間には、統計的に有意な差があることが明ら
かになった。あわせて、Ｇａｒｒｅｔｔの重み付き順位付け法によって分析した結果、10種類の内、4
種頬の調整活動が透明性の改善に寄与すると評価されていた。すなわち、行政村ではなく村落の
段階での3種類の調整活動及び行政村と村落の橋渡し役（行政相関発官）が透明性の向上に寄与
するという農村住民の意識が明らかになった。
第5章では、開発サービスを直接農村住民に供給する現場職員の説明責任甲4側面について、
農村住民に聞取り調査を実施した。その結果、実施村落と未実施村落の間には、開発サービスの
種類及び供給システムに関係なく、農村住民による現場職員の説明責任の評価において統計的に
有意な差があることが明らかになった。．
第6章では、開発への参加を直接計測するのではなく、事例分析対象である調整システムが内
包する直接参加の制約を考慮して、多様な形の参加⇒開発サービスの向上＝〉調整の持続性という
考えの下、村落委員会及び行政村調整委員会の開催頻度によって調整活動の実践を確認した上で、
6種頬の調整活動及び4種頬の開発サービスに関する住民満足度を計測した。判別分析の結果、
6種類の調整活動の半数を占める参加に関連する特性の強い調整活動ではなく、残り半数を占め
る情報に関係する調整活動が開発サービスの満足度の高低を規定することが明らかになった。特
に、開発サービスの満足度の高低に関係なく、参加に関連する特性をも、つ調整活動に関する満足
度が絶対的に低いという現実的課題が明らかにされた。
ｌ
本論文は行政村という末端行政段階での村落との双方向連携を取り込んだ調整システムが、開
発サービスの透明性の向上、現場職員の説明責任意識の醸成に寄与できることを実証した。透明
性の向上は、調整過程や調整活動自身が情報公開の場であること、同時に情報取得という意味に
おいて村落段階の調整活動が住民にとって身近な存在になっていることに起因していた。説明責
任意識の醸成柱、行政相調整委員会が毎月開催する会議という調整の場での情報開示に伴う同僚
あるいは同じ現場職員同士による監視ｍｏｎｉｔ血ｎｇ・に起因すると考えられる。しかし、参加につい
ては、廠会や場が限られているけれど、特に農村住民の開発ニーズに応えるという意味で、農村
住民が村落委員会を身近な参加の場（機会）として実感できないという課題を行政村段階の調整
システムは抱えていた。
以上、バングラデシュ農村開発の統治の課題である透明性、説明責任二参加の視点から行政村
段階の調整システムの効果を考察した本論文は、農村開発論及び開発行政論の発展に寄与するも
のであり、博士論文として十分な価値があると判断した。
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